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AI推進型英作文授業実践報告
帝京大学 斎藤隆枝

前橋工科大学 河内健志

先行研究

3

AI評価システムを利用したライティング学習は学習者に自立的な学習を促す
ことや学習意欲を向上させる効果がある（斎藤 2017，Brown 2018）

AI評価システムを用いたライティング学習実践（松井 2020, Fu, Zou, Xie & 
Cheng 2022）

大学英語教育でAI翻訳を使用する試み（Yukishige et.al., 2022）
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440; 95%

22; 5%

はい

いいえ

・大学1, 2年生
・2023年4月上旬
・回答：462 件
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Q. これまでGoogle 翻訳、DeepL、LINE翻訳などの翻訳
サイト・アプリを使用したことはありますか。

河内 & 斎藤 (2023)
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Q. あなたは授業に関連して 翻訳サイト・アプリ
を利用しますか

12; 3%

80; 18%

230; 52%

118; 27%
全く使わない

あまり使わない

時々使う

よく使う

・有効回答:440 件
(使用経験あり)

河内 & 斎藤 (2023)
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Q. 翻訳サイト・アプリで翻訳したものは正確である

1%

26%

45%

24%

4%
全く当てはまらない

どちらともいえない

よく当てはまる

0%

28%

50%

16%

6%

B校A校

英語力・専攻と関係なく正確性を
信頼している学生が約半数

有意差は認められない
(t(111) = 0.33, p = .74, Cohen’s d = 0.88)

河内 & 斎藤 (2023)

7機械翻訳の使用について
Q.「使い方のコツを知って使うべきである」
Q.「使い方をもっと知りたい」

98%

2%
Yes No

河内 & 斎藤 (2023)
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使用
状況

学習
意欲

授業

実践
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授業概要

学習者が書いた英語の質をAI自動評
価システムを使用して学習者自身が
自立的に高めていく

DeepL，Google翻訳などの機械翻訳
QuillBot，GrammarlyなどのAI評価システム
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第1回

• エッセイの構成

• 英作文完成までのスケジュール案内

第2-6回
• 400 words程度のエッセイを書く（授業時間の一部を使用）

第7-12回

• 複数のAI自動評価システムを段階的に用いた英作文分析方法の
指導及び分析

第13回

• 英作文の完成

• アンケート実施
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第7-12回

• 複数のAI自動評価システムを段階的に用いた英作文分析方法の
指導及び分析

.

.

Discourse Makers
英語→日本語に訳して話
の流れ＆まとまりを確認

Grammar
文法やスペルを確認

Collocation
英語圏で使用される自然

な英語表現を確認

11

12



2024/3/21

13

アンケート結果

14Q. AI自動評価システムを使って英作文の質を
上げる方法は役に立ちましたか?

当てはまらない

2%
とちらともいえない

11%

少し当てはまる

40%

当てはまる

47%

当てはまらない あまり当てはまらない とちらともいえない 少し当てはまる 当てはまる

対象者
３クラス(計57名)
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Q. 今後も使える方法だと思いますか?
当てはまらない

0%
あまり当てはまらない

4%

とちらともいえない

9%

少し当てはまる

40%

当てはまる

47%

当てはまらない あまり当てはまらない とちらともいえない 少し当てはまる 当てはまる

対象者
３クラス(計57名)

16Q. 教員の指示やプロセスは分かりやすかった
ですか?

当てはまらない

0%
あまり当てはまらない

2%

とちらともいえない

5%

少し当てはまる

49%

当てはまる

44%

当てはまらない あまり当てはまらない とちらともいえない 少し当てはまる 当てはまる

対象者
３クラス(計57名)
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【自由記述】
AI自動評価システムを使
用した英作文の質を上げ
る方法を行った感想

ChatGPT4.0使用
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Positive Negative Neutral
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【自由記述】KH Coder使用

AI自動評価システムを使用して英
語の質を上げる授業ついての感想

方法

内容

ツール

使用
単語

修正

検索

翻訳

文法

機能

便利

今後

時間

自分

英作文

英文

QuillBot

検索Google

DeepL

翻訳Google 英語

翻訳機能

使う

作る

学ぶ

考える

使える

上げる

やり方
分かる

書く

役立つ

慣れる上がる

難しい

多い

良い

特に

知る

初めて

少し

質

Subgraph:

01   

02   

03   

04   

05   

06   

07   

08   

Frequency:

5

10

15

20
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今後の課題
難しいステッ
プの見直し

生成AI活用

英作文の客観的
評価

授業方法の
改善

謝辞
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